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論 文

内

容要

 b日

 緑内障は主要友成入失明原因疾患の1つであるため,特に早期発見が要求されるもので,最近

 では,成人病の1つとして集団検診等が行われるべきであるとの機運が高まってきている。緑内

 卑はa)原発緑内障とb)続発緑内障に分けられるが,その眼圧上昇の主因が房水排出路の関

 門をたす前房隅角部の器質的凄いし解剖学的あるいは機能的変化によるかを明らかにするために

 前房隅角境所見を主とした分類が行われるように左匂a)を更に・単純緑内障,狭隅角緑内障

 及びその他に分けているが,それにより予后及び治療方針が異ってきている。原発緑内牽の早期

 診断のために,種々の緑内陸誘発試威があり,緑内瞳の病型に対してある程度撰択的に用いられ

 ているが,就中,眼圧日変動検査,故敵試験・飲水試験を主要なものとして挙げる事が出来る。

 しかし,これら各検査はその特性,即ち陽1聯」定基準,緑内障病型による反応性の差ことに隅角

 所見と関連した点等につき,まだ明らかで左い所が多い。これらの点を解明すべく,著者は下記

 の如く系統的衰研究を行い,若干の新知見を得,更に緑内障の本態に関し興味ある示唆を得た。

 1)先第眼圧臼変動につき検討したが,本検査は緑内障のルーチン検査として必須のものであ

 るが,日変動1曲線型及び日変動値を隅角所見により分類しての研究は少いので,特にその点に

 ついて検討を行った。又・眼圧日変動曲線型の新しい分類方法を考案レ緑内陸各病型のそれ

 を分類することにより,緑内障の成因に関しても究明する手がかりを得る畢を目的とした。方

 法は正常者20例40眼,各種緑内障患者50例81眼につき,午前10峙より4時間おきに

 計6回検定済シェッツ眼圧計を用いて眼圧測定を行し～その日変動曲線型及び日変動値を検討

 し,又ある例では日をかえて反復測定を行った。一方,対照としての正常者についてこれら根

 圧日変動と晦液滲透圧の関係を検討した。こうして得られた眼圧日変動を型の上から分類して

 最高眼圧が午前6時にみられるものをi)早朝型,午前10時より午后6時の間にみられる

 ものをll)臼中型,午后10時,午前2時のいずれかにみられるものを由)夜型,これら

 のうち2つ以上にまたがってみられるものをIV)複合型とした。その結果1)正常者では

 夜型は皆無で他の5型がほ讐同数ずつを示した,又日によって型の異る例が多かった。2)単

 純緑内障では日中型が大多数を占めた。5)狭隅角緑内藤では夜型,早朝型が多かった。4)

 瞳孔径の大小により,即ち局所的因子によう眼圧日変動が左右される狭隅角緑内障やマルケサ

 ニ症候群を除き,他の緑内障眼では日中型を示すものが多い事から,日中にお・いて眼圧の上昇

 をもたらす何等かの全身的因子の存在が推測された。5)更に眼圧と血液滲透圧の関係を調べ

 た結果,両者の間の相関係数は負の値を示すものが多かった。
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 ∬)次に,前房の浅いもの,前房隅角部の狭いものに翻/・ては散瞳により眼圧の上昇を起す危険

 があり,このため狭隅角緑内陸の誘発試験の1つとして散瞳試験が行われているが,前房の深

 さと散瞳による眼圧の上昇との関係を明らかにする目的で,「散瞳の眼圧に及ぼす影響,特に

 前房の深さとの関係について」集団検診により検討した。即ち高血圧等に関する集団俊診にお・

4"""
 いて,40才以上成人500名994眼につき,臨床所見上,前房の深さを深,中,
 ガ  

 浅及び極浅の4群に分類し眼圧測定后,散瞳剤ミドリンPを点眼し,充分散瞳せる時

 期にお・いて再び眼圧を測定し,散瞳前后の眼圧を前房の深さ別に比較した。又一部に冷いては

 前房の深さをイエーガー型前房深度言十を用い測定し,瀟床的分類と計測値による分類が合致す

 る串を確かめた。その結果1)前房の浅いものは女子に多く,男子の約5倍にみとめられた。
 びか   ガ

 2)前房の深さの深,中群では散瞳前后の眼圧に有意差を認めなかったが,浅,
 れ

 極淺群では散瞳により有意の眼圧上昇を認めた(危険墾5%)。3)散瞳后5襯旦9以上
 がル

 の眼圧上昇を認めた例の比量は極,斐群に論いて55.5%と特に多かった。

 1江)多量の水を飲用すれぱ眼圧の上昇する事を利用して,緑内障の誘発試験とレて用いられてい

 る。その機序あるいは判定基準については異論のある所で,これを明らかにするため,正常者

 17例54…1艮,各種豪内障.憲者55例105眼を対象とし,朝空腹時1000CCの温湯を服用

 せしめ,服用直前,15分・后,30分后,45分后,60分后の計5回,眼FE測定を行った。

 左か対照の.正常者については眼圧測定と同時に血液を採取し,血液滲透圧の変化を追求した。

 その結果1)飲水による眼圧上昇値の平均は正常て.91士0.28槻Hg,疑単純緑内障5.29

 土056Hg,単純緑内陸6.89士O.85柳Hg,狭隅角緑内障985:士3.75襯Hgであったg'

 2)飲水后根圧上昇が最高に認められる時間は正常、疑単純緑内障では15分后,単純緑内障

 では50分后が最も多かった。5)飲水試験施行前のトノグラフイーのG値の悪いものにおい

 ては飲水后眼圧上昇値も有意に高い凄が認められた(危険率5%)。4)飲水によっての眼圧

 の上昇が血液滲透圧の低下に先行する傾向がρかがわれた。5)これにより飲水による根圧上

 昇は単に∬豆板滲透圧の変化のみによる.ものではなぐ,他の零子もこれに関与しているものと考
 えられた。

 」跳b至連の研究によ匂・一著者は原発濠内陣中内の侠隅角緑内1窟ld虹彩根部による前房隅角部
 の閉塞による所の局所的原因によるも斧である畢を明らかにし,前房隅角部の広い所謂単純緑内

 翻旺曄鵬就瞳不鱒蝸卿因テ幹揮日報締て根肚恥もたら蜥の全
 身的因子も関与している事を実証レた。
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 審査結果の要旨

 緑内障の早期診断はそ'の治療及び午後の.、ヒに極めて重要た音義を有するが,著者の研究は次の

 三点からその早期診断に寄撮するところが大であろ。
 1眼圧臼変動の診断的意義

 眼圧の日変動を緑内障眼の隅角所見を基礎にして検討した研究は殆んど行われなかったが,

 著者は眼圧日変強磁線型の新しい分類法を髪案し,これと隅角所見との関係を研究することによ

 つて緑内障の成因究明に新しい手がかりを求めた。

 まず健常者20例40脹,春型緑内限'11患者50例8百眼につレ、て,シエッッ眼圧計1てより1日

 6回眼圧を測定して日変動曲線を作製し,これと」血液滲透圧の関係を検討した。その成績から,

 円変動曲線をD早朝型,il)日中型、,ill)夜型,IV)複合型に分類したが,健常人ては特定の型を

 示さず,単純緑内障では大多数が日中型,狭隅角緑内障で佐夜型,早朝型が多かった。瞳引、径の

 大小により影響を受けない単純糸装内障にお・レ】て日中型が多いことは眼圧に1影響を及ばず何等かの

 ・全身的因子超)存在が推測されたが,並1液滲透圧との間の相関係数は負の値を示すものが多かった。

 H散瞳の眼圧に及熾す影響

 緑内1蛾一軍・具煽≦推断法の一つとして散1瞳試…験も古ぐから行われているめ㍉前房の深さと散瞳に
 よる眼圧上昇の関係を正確ひ石1促しノ・二報告姑1遣来殆んどなかった。著者は高血圧集団検診を利用

 して,40才以上の成人500名994眼につき前房の距さと散瞳による眼圧上昇値の招朗々係

 を検討した。そ'の結果,前房の浅いもゴ)は女子だ多く,男子の約5倍に認められ,前房の深い“)

 の(4.50士O.42ア脱)及び中箪度の暗,の(5.50士0.05灘)で1一ヒ散瞳前後に目糞圧の差は見られ

 なかったが,浅いもの〔2.74士O.27離),及び極めて浅いもの(2、25士0.51肌)では危

 険率5%に於て有意の上昇を認めた。殊に,散瞳により5縦H9以上の瞳1チ1上昇を認めた例は

 「極浅群」にかいて3ろ%に上うた。

 皿飲水試験の診断的音義

 緑内障の負荷試験の一つである飲水試験7)機序及び判定基準を考察する目的で,健常者17
 例54服,各型緑内障患者55例105腰を対象とし,早朝空腹時コ00OCCの温湯を飲用せし

 め,飲水直前及び15分、3〔〕分,45分㌧6〔〕分・後グ)計5「創,眼圧を¥壁足した。なお・,匪![}三演il

 定と同時に血液を採取し,通エ液滲透圧の変化を遊来した。

 そ'の結・果,1)飲水に1よる眼圧上昇f直の平1均ぱ正一1曽1.98±口,08鰯IHヲ,疑単純緑内障5、29
 土0.36襯Hg,単純緑内障6.89士0.85麗H2・,狭隅角緑内障985士5.ア3観H9であっ

 た。2)飲水後眼圧上昇が最高に認められる時:報は正常,疑単純緑内障では15分後,単純緑内
 障では50分後が最も多かった。5)飲水試験施行前のトノグラフイーのG値の悪い罵)のに細い

 ては.飲水後眼圧.上i昇値も有意に高い事が認められた(危険率5%)。4)飲水による眼圧の上

 靖・が血液滲透圧の低下に先行する傾向がうかがわれたが,これにより飲水による眼圧上昇は単に

 血液滲透圧の変化のみによるものでなく,他の函子も関与しているごとが推定された。

 以.一ヒの成績から著者は原発緑内障のうち,狭隅角緑内障は虹彩根部匠よる前房隅角部の閉塞が
 その主因であり,単純緑内障は房水流出不良等の局所的因子の夕1に眼圧上昇をもたらす全身的要

 因も燧与していることを実証した。」二って本論文は学位授与に値するものと認める。
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